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●子どもたちに「どうして学校に来ているの？」
と尋ねたら、どんな答えが返ってくるでしょう
か。「友達がいるから」と答える子が多いでしょ
うか。「なんとなく」「行くものだから」「家にい
てもつまらないから」などの答えもありそうで
す。もし皆さんが「どうして学校に来ている
の？」と聞かれたら、どんなふうに答えるでし
ょうか。本誌連載「木陰の物語」をプロデュー
スしているアソブロックのキャッチフレーズは
「月曜日が楽しみな会社」。学校や会社もそうあ
りたいものだと強く感じました。
●特集２を読みながら、どんなグループでも、
そこは子どもにとって居場所なんだということ
を再認識しました。そのグループを大切にしな
がら、開かれたグループ、チームとして機能す
るグループにほぐし、グループの力を引き出す
――学校でしかできないことですね。

発達に偏りのある子への支援を行う際、
支援の有効性や取り組みやすさに加えて、
自分だけが友達と違うという子どもの気
持ちに配慮した支援のあり方を考えます。

明らかに指導の対象となることをやった
のに「やってない」としらを切ったり、
「あいつのほうが悪い」と責任転嫁をした
り、時には嘘をついたり。そんな子をど
う理解し、どうかかわるかを探ります。
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